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研究成果の概要（和文）：本研究は、ヒトは通常の活動時に脳の力を100％使い切っておらず、ヒト高次脳活動
には「拡張可能な潜在能力」が存在するか？という疑問に基づいて行っている。
簡単な計算を継続している時に高濃度酸素吸入すなわち好条件を与えて、脳血液の分布にどのような影響を及ぼ
すかfunctional near-infrared spectroscopyでデータ収集を行い、統計学的検定を行なった。高濃度酸素吸入
によってもたらされた脳動脈中の高濃度オキシヘモグロビンは、元々脳活動していた領域へ選択的に供給され
た。プラトーにならず、さらに増加した。拡張可能な潜在能力がある。

研究成果の概要（英文）：   We investigated statistically the effect of inhaling high-concentration 
oxygen while subjects were performing simple calculations, on the distribution of oxyhemoglobin to 
the brain using functional near-infrared spectroscopy. We targeted the prefrontal cortex rather than
 the angular gyrus because we thought the prefrontal cortex reacts quickly to various situations. 
High-concentrated oxyhemoglobin caused by concentrated oxygen inhalation was delivered from the 
cerebral arteries selectively to the previously active brain areas. It did not plateau but increased
 further. There was no change in the originally inactive area. 
   There is a reserve capacity in the human brain for higher cerebral activity.

研究分野： 放射線診断学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
慣用句「火事場の馬鹿力」から、ヒトは通常の活動時に脳の力を100％使い切っておらず、ヒト高次脳活動には
「拡張可能な潜在能力」が存在すると予測できたが、どのように拡張するのか不明だった。
本研究によって、元々脳活動していた領域へオキシヘモグロビンが選択的に供給されて、さらに脳活動を拡張す
ることを解明した。国内外の研究で、本研究に近い発表は無い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
ヒトは通常の活動時に「脳の力」を 100％使い切っておらず、学習中ですら余力を残しているこ
とが想定され、本研究は、ヒト高次脳活動には「拡張可能な潜在能力」が存在するか？という疑
問に基づいて行っている。 
 
 
２．研究の目的 
高次脳活動中、高濃度酸素吸入、すなわち好条件を与えて、脳血液の分布にどのような影響を及
ぼすか NIRS/fMRI 同時データ収集を行い解析することである。 
 
 
３．研究の方法 

健康なボランティア 38 人（男性 13 人、女性 25 人）、平均年齢 21.5 ± 1.79, 20〜27 歳)の

データ収集を行った。血圧、肺活量、body mass index (BMI)正常、薬剤服用なし、簡単な一桁

計算ができる成人をリクルートした。そのうち 13 人（男性８人、女性５人）に後半の 60 秒も酸

素吸入なしで高次脳活動を続けた。 

 

データ収集 一桁計算中のデータ収集を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

＃ 簡単な一桁計算は百ます計算たし算（陰山メソッド、陰山英男著、小学館）を行なった。 

使用装置 

＃ fNIRS (functional near-infrared spectroscopy)：LABNIRS○R (島津製作所、京都)  

＃ fMRI (functional magnetic resonance imaging)： Achieva○R 3.0T (Philips Healthcare, 

Best, The Netherlands) 

使用する fNIRS データは、前額の 6.5X 21 cm範囲、 出力 11 node、受信 10 node、32チャンネ

ル、0.036 秒ごとである。下記の時間帯の平均値を使用する。  

単位 [mmol/L・cm] 

A: コントロール： 24〜29 秒 

B: room air 計算 44〜59 秒 

C: 高濃度酸素吸入（または room air）計算 104〜119 秒 (脳動脈に高濃度酸素が到達するの

は、酸素吸入開始から 30 秒後) 

 それぞれの参加者の 32チャンネルのうち[C−A]の最大値を 100 として、32チャンネルの％[C−

B]を評価した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



４．研究成果 

一桁計算開始とともに、前頭葉活動領域の血液量が増え、酸素吸入によって、さらに脳活動領

域の血流量増加、新たな脳活動領域の出現することを証明した。高濃度酸素吸入をするとさらに

脳活動領域の血流量増加、新たな脳活動領域の出現することを証明した。 

 

[%B−A] = [B-A]/[C-A]max  32チャンネルの位置ごとの値 

正の数は赤系表示、負の数は青系表示 

 
 
[%C−B] = [C-B]/[C-A]max  32チャンネルの位置ごとの値  

 

105.2 %, 1位 

 

％[C−B]32チャンネルのうち、20%以上の箇所の合計を指標とする。13 人の（酸素吸入あり・無

し）対応のある検定、片側 ウィルコクソンで有意差があった。酸素吸入した方が脳血液量増

加、脳活動があった。 

また、動画像では、元々脳活動がある領域が酸素吸入することでさらに脳活動がひき起こり、

広がった。元々、脳活動が無かった領域は変化が無かった。 

ヒト高次脳活動には「拡張可能な潜在能力」が存在し、脳の元々活動している領域がさらに活

動した。 
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